
景観シンポジウム
特別企画 ／ 共催　松本青年商工会議所

景観シンポジウム
松本市はどのような景観条例を必要としているか

－歴史、文化を生かした街並みを持つ松本として－

　既に報道されているように、松本城南側に天守閣と同じ 29.4 メートルの高さのマンションが建設され

ようとし、松本市として景観条例を制定することで一定の制限を設けることで対応しようとしています。

松本城は国宝であり、周囲の美しいアルプスの山並み、湧き水と清流、そして抜けるような碧い空とともに、

松本の宝です。今回景観条例によって高さ規制のかかる場所はかつて三の丸と呼ばれ、上級武士が住まい、

総堀なきあとも松本城の「城内」として長く意識されていた土地です。

　今回専門家の先生から景観について基調講演を頂き、更に高さ制限を既に実施している犬山市、彦根市、

そして姫路市の実情と考え方について学び、松本市の景観条例を制定するにあたり、その意義について市

民の皆さんと一緒に考える機会を持ちたいと考えました。多くの皆さんの御参加を頂き、風情ある松本の

景観をどのようにして守っていくのか。いっしょに考えてみませんか。

2008年 1月 26日（土曜日）

午後 1時 30分～午後 4時

松本市中央公民館（Mウィング）

３階 女性ネットワーク室

1　 午後 1時 35分～午後2時 20分

基調講演

　　　「近景と遠景の統合～天守閣とアルプスを生かした景観創生をめざして～」
土本俊和（信州大学工学部教授）

2　午後2時 30分～午後4時

パネルディスカッション

　　　「お城地区の高さ制限29.4ｍをめぐって」
土本俊和（信州大学工学部教授）

遠藤　傳（南土井尻町 町会長・松本古城会 事務局長）

早田覚弥（中央東高砂通り周辺地区まちづくり推進協議会 会長・株式会社松柏パック 代表）

彦根市都市計画課

犬山市建築課

姫路市まちづくり指導課

野見山哲生（信州大学医学部教授、コーディネーター）

資料代

500円

問合せ先

まつもと市民環境大学事務局　丸山　〒390-8621 松本市旭3-1-1

信州大学医学部衛生学公衆衛生学講座　

TEL:0263-37-2622　FAX:0263-37-3499　／　matsumoto-kankyo@mbr.nifty.com



まつもと市民環境大学
2007/5/20

2007/9/19-20

　まつもと市民環境大学設立記念講演会

『私の考える自然との共生』
　～つながる命のために～
地球温暖化防止 連続講座 第1回

『 森の役割を考える
　～地球温暖化と森林生態系～』

『 環境アセスメントってなあに』

松本市市民活動サポートセンター

『自然と共生できるまちづくり』

地球温暖化防止
『私たちに今なにができるか』

地球温暖化防止 連続講座 第2回

『 暮らし・ビジネスと地球温暖化防止
　　　～車中心の交通を見直す～』

午後3時～5時

2008年 2月 16日（土）

第７回講座

2008年 1 月 19 日（土）

第６回講座

第1回講座

第 2回講座

2007/10/10

第 3回講座

2007/10/20

第 4回講座

2007/11/11

第 5回講座

　地球温暖化防止 連続講座 第3回 

『 温暖化防止 システムを考える 
　　　　～炭素税の役割と可能性～』
□講師
　諸富徹（京都大学大学院准教授）

開講講座案内

講師の都合により中止します

ha

問合せ先
まつもと市民環境大学
事務局　丸山
〒390-8621
松本市旭3-1-1
信州大学医学部
衛生学公衆衛生学講座　
TEL:0263-37-2622
FAX:0263-37-3499
matsumoto-kankyo@mbr.nifty.com

出所：「建物の高さのルールに関する制度活用事例集（埼玉県都市計画課）平成18年」 

http://dept.md.shinshu-u.ac.jp/
pmph/matsumoto-eco/

〈参考資料〉景観シンポジウム景観シンポジウム


